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数百年も続く伝統行事　浅木区で御神事祭
10月7日に浅木神社で、大勢の区民が参加して御神事祭が行われました。

この行事は、家内安全、隆昌、商売繁盛、五穀豊穣を願うことを目的に、数

百年前から行われている伝統行事で、参加者は気勢を上げながら元気良くお

みこしをかつぎ、地区内を駆けめぐりました。
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バケツの中に薪蘭
を投げ入れます
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人気種目「玉入れ」

さ
わ
や
か
に
晴
れ
わ
た
っ
た
1
0
月
1
0

日
体
育
の
日
、
恒
例
の
町
民
体
育
祭
が

遠
賀
総
合
運
動
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
競
技
が
進
む
に
つ
れ
て

会
場
の
熱
気
は
増
し
、
体
育
祭
は
最
高

潮
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

選
手
や
応
援
の
人
、
会
場
に
い
る
み
ん

な
の
心
が
ひ
と
つ
に
な
っ
た
一
日
と
な

り
ま
し
た
。

「
お
掃
除
じ
ょ
う
ず
」



各区ともカを合わせてがんばった「人間おみこし」

「ボールけり」ラグビーボールを各々袋に

入れ結んだものを2人1組でけります。
なかなか思ったようには転からなしlようです。　みんないっしょに1・2、1・2「むかで競争」

ヽ

2
人
で
協
力
し
て
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を

運
び
ま
す
。
「
2
人
で
釣
り
を
」



“澄みよい’’環境づくり

尾倉・若葉台地区汚水処理場建設工事起工式
下水道事業（農業集落排水事業）による汚水処理場建設工華起工

式が、10月1日虫生津地区内で行われました。

この単葉は、今年9月に供用開始を行った老良地区とともにirっ

ているもので、完成すればし尿、生活難排水が浄化され、環境の改

善が図られます。

町でくま平成10年度処理場完成にI和すて取り組んでいます。

次代に残す豊かな自然と快適なくらしのために・歩前進。

交通事故0をめざして
遠賀自動車学校で交通安全教室

秋の交通安全県民運動（9月21日一30日）に際し、連鎖町で
も通質自動車学校の協力のもと、9月22日に高齢者夜間体験交
通安全講習会が、9月26Hに幼児の交通安全教室が開催されま
した。

近年、幼児、児童および高齢者の交通事故が増加しているな
か、日ごろあまり意識されていない身近な危険の再認識をね
らった講習内容で、参加された皆さんからも満足の声が上がっ
ていました。

協力していたたいた速質自動車学校、老人クラブ、遠賀川保
育園の皆様にはこの場をかいて、心より感謝いたします。

施設の充実をめざして
ふれあいの里　第2期工事はじまる！

10月7日にふれあいの畢センターで、第2期工事の安全祈願祭が

行われました。

今山新しく建設される施設は、手軽に利用できる憩いの甥とし

て、多世代間の交流として、また町内の児竜を対象とした通学宿泊

研修施設として利用するための施設2棟と、高齢者対応住宅を建

築・改造する際の参考に、あるいは在宅介護の体験施設として利用

できるモデル施設1棟です。会場にはたくさんの関係者が集まり、

工事の安全を祈りました。

きつかったけれど楽しかったよ
通学合宿

9月7日から14日まで7泊8日、広渡小学校の4・6年生の

男女22人が通学今福を行いました。通学合宿とは、家庭を離れ
こ飯作りや洗濯・棉除等身の回りの据活体験を自分たちで全部
や（）ながら、学校へ適うという事業です。
朝はねむい日をこすりながら朝食を作り、夜は夕食作りに洗

濯、学校の宿題と大忙しの子ともたちでした。始めはぎこちな
かった子どもたちも、3日日4日目と日を重ねるにつれて、て
きぱきと活動していました。
生活体験以外にも、竹細工作りや昔の遊び・さもためし・馬

齢者や保育園児との交流等にも取り組みました。開講式では、
もう少し泊まりたいというファイトいっぱいの子ともたちでした。

おしlLLl料理できましたか？
男性料理教室

101j2日に逮質町中央公民館で、36人が参加して男聴粗相教室が

行われました。参加者は緑費会の皆さんの指導のもと、熱l高二料理

つくりに取り組んでいました。

参加者の一人、極本宿さんは「経験鶉かな指導員の方々から調理

方法や味付けなどを教わり非′訓こよい勉強になった。この体験を大

いに活用し、健康保持に役立てていきたい。」とおっしゃっていま

した。

イ



グミの木からツ工づくり
藤野豊さん（若葉台）

若葉台にお住まいの藤野諜さんは、5年間腰を痛めたときに、家

にたまたまあったケミの木でツ工を作ったのがきっかけで、ツ工を

作りはじめました。これまでに作ったツ工は日本以上で、若葉台の

老人クラブをはじめ北九州市の間イ柄こも等臆されたそうです。

藤野さんは「ツ工を作りたい人は、一約二作りませんか。作り方

のノウハウを教えますよ。」とおっしゃっていました。希望者は役

場福祉課福祉係までご連絡ください。
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屋戸川の主かな？
大きなウナギを捕獲

虫生津の占野方三さんが、西川の支流の尾戸川で大きなウナ

ギを捕まえました。写真で小さく写っている方が原纏サイズ（50

センチ）で、大きく写っている方はカンジュースと同じくらい

の大物です。水路の水位調整のため、蝦を起こしに行った時に、

その下にひそんでいたということです。「食べても味は悪いで

しょうし、かなりの年齢でしょうし」ということで、近くのた

め池で余生を過ごさせるようにしたということです。

力を合わせて1・2・3

ミニミニ運動会（わんぱく教室）

10月7日に達賀コミュニティーセンターで、親子124人が参加し

て、ミニミニ運動会が行われました。親子で赤組、白組に分かれて、

旗取りゲームや玉入れ、トンネルくぐりなどに参加し、歓声をあげ

ながら、みんなで気持ちのよい汗をかきました。

葛寡訂∵検賀賀獲た王韓国88mや＼ 
※霧‾ 

∴∵∴〕∴ 

県大会優勝おめでとう
わんぱく相撲選手権大会

9月14日に椎田町で行われた、福岡県わんぱく相撲選手権大

会で、個人戦に出場した田中紀行くん（出門小学校4年生）、

村田秀太郎くん（広渡小学校5年生）がともに優勝しました。

また団体戦では、遠賀支部チームは8位に入賞しました。「こ

れからもがんばります。」という田中くん、村田くんの笑顔が

すぼらしく、これからの成長が楽しみです。今後のますますの

ご活躍をお祈りします。

ベストドレッサー賞受賞
長野和子さん（別府）

10月5日、福岡市で開かれた高齢者ファッションショー「いきい

きエイジング・ファッションショー」において、別府区の長野和子

さんが、みごとにベストドレッサー貨に輝きました。

当日、長野さん自身もモデルになって、若い人顔負けのファッ

ションセンスを披露されました。長野さん、受賞おめでとうござい

ます。
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遠賀町民学習ネットワーク事業
運営委員会

〒811－43遠賀町大字今古賀513番地

中央公民館内℡093（293）1355

了

自己の目標は

自分しかつくれない

∴ 

∴－∴ �∴ ∴「 ／霧馨 　：∴ i 蛾郷／－邑ミ，， ��∴了豊、＋∴ 

ー　　　　　　／　（　　／ 

三三三二三ス三三三皇室

（10日9）（8）　　〈7）（6〉（5）（4日3日2）（1）

町
民
学
習
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
の
学
習

グ
ル
ー
プ
を
つ
く
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
で
し
ょ
す
。

答
①
グ
ル
ー
プ
の
人
員
が
五
人
以
上
あ
つ
ま
る
こ
と
。

②
時
間
は
一
回
が
二
時
間
以
内
で
あ
る
こ
と
。

③
場
所
は
で
き
る
限
り
身
近
な
場
所
を
利
用
す
る
こ
と
。

遠
賀
町
民
学
習

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

学
習
グ
ル
ー
プ
紹
介
4

十
月
八
日
（
水
）
に
グ
ル
ー
プ
『
コ
ス
モ
ス

会
＝
毛
筆
習
字
・
ペ
ン
習
字
学
習
グ
ル
ー

プ
』
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

場
　
所
　
　
　
中
央
公
民
館

回
数
と
曜
日
　
月
に
二
回
　
水
曜
日

時
　
間
　
　
　
十
九
時
　
－

二
十
一
時

有
志
指
導
者
　
今
井
幸
子
様

誰
も
い
な
い
の
か
と
思
う
程
、
人
の
気

配
た
け
は
感
じ
た
も
の
の
、
静
か
で
部
屋

に
入
る
の
を
心
配
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
は

黙
々
と
墨
を
す
っ
て
韓
偏
、
そ
っ
と
話
し

か
け
ま
し
た
。

指
導
者
の
今
井
先
生
か
ら
「
9
月
か
ら

学
習
を
始
め
た
の
で
コ
ス
モ
ス
会
と
名
称

を
つ
け
ま
し
た
。
カ
ナ
習
字
、
ペ
ン
字
、

正
月
前
は
年
賀
状
の
書
き
方
な
ど
し
て
い

ま
す
。
現
在
は
実
用
普
通
　
（
生
活
習
字
）

を
し
て
い
ま
す
、
特
に
文
化
祭
の
た
め
の

作
品
つ
く
り
を
し
て
い
ま
す
。

当
初
は
ど
う
な
る
も
の
か
と
思
っ
た
が

今
は
皆
さ
ん
上
達
さ
れ
て
心
配
す
る
こ
と

な
く
自
主
的
に
勉
強
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

代
表
者
の
高
山
寿
賀
子
さ
ん
か
ら
は
、

皆
さ
ん
が
勤
め
て
い
ら
れ
る
の
で
夜
の
学

習
に
な
っ
て
い
ま
す
。
月
二
回
が
長
続
き

す
る
た
め
の
適
当
な
回
数
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
時
に
は
一
緒
に
食
事
も
し
ま
す
し
忘

年
会
か
新
年
会
は
必
ず
し
て
い
ま
す
。
そ

の
上
、
年
に
一
回
一
泊
旅
行
　
（
昨
年
は
別

府
）
を
し
て
ま
す
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

女
性
た
け
の
学
習
グ
ル
ー
プ
で
す
の
で

気
心
も
し
れ
て
気
楽
に
楽
し
く
時
間
を
す

ご
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。
先
生
も
非

常
に
懇
切
丁
寧
に
指
導
し
て
い
た
た
い
て

い
る
よ
う
で
、
皆
さ
ん
が
感
謝
し
て
あ
り

ま
し
た
。

読
書
の
秋
、
読
書
尚
友
の
み
だ
け
で
な
く
、
現
代
社
会
に
欠
く
こ
か
で
き
な
い
本

を
読
む
習
慣
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
中
央
公
民
館
図
書
室
の
新
刊
書
を
紹
介
し
ま
す
。

大
い
に
本
を
読
み
ま
し
ょ
う
。

図
書
室
は
待
っ
て
い
ま
す
。

（
大
人
向
き
）

書
　
　
　
　
名

ロ
ー
マ
の
物
語
六

魔
が
さ
す
瞬
間

物
語
の
海
、
揺
れ
る
島

ひ
ま
わ
り
の
祝
祭

軍
人
た
ち
の
伝
統

「
困
っ
た
人
た
ち
」
と
の
つ
き
あ
い
方

ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産
　
（
9
）

東
商
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

父
、
丹
羽
文
雄
介
護
の
日
々

あ
な
た
と
読
む
恋
の
歌
百
首

苅
田
町
立
図
書
館
の
三
〇
〇
〇
日

著
　
　
　
者

塩
　
野
　
七
　
生

小
　
田
　
　
　
晋

与
　
那
　
原
　
恵

藤
　
原
　
伊
　
織

伊
　
藤
　
桂
一

ロ
バ
ー
ト
・
M
・
ブ
ラ
ウ
ン

ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産



－‘‘学習なかざ，との出会い－　　　　，97，11，10⑫

閣圏閣図画圏
生涯学習が言われはじめてからIpJ年た

ちますか。町民の皆さんが生きがいを感

じ、粕神的な豊かさを感じるためには、
一人一一人が目標をもって生活することが

－一つの方法でしょう。その発見のために

も講座にチャレンジしてみましょう。、ま

た、講座を作ってみましょう。

（連絡は中央公民館に）

ヽ

遠賀町中央公民館における生涯学習関係講座（クラブ）紹介

曜日 �室 �サークル名 �時　　間 �月回数　第曜日 

火 曜 日 �和　室 �かな細字 � �4 � 

視　聴 �ちぎり絵　B � �2 �1・3 

視　聴 �ちぎり絵教室 � �2 �1・3 

水 曜 日 �クラブ �読書の会 � �l �3 

会　談 �華道クラブ � �2 �1・3 

講i≡護 �社交ダンス　すみれ会 � �4 � 

視　聴 �洋裁（午前） � �4 � 

視　聴 �洋裁（午後） � �4 � 

和　室 �毛筆習字・ペン習字　コスモス会 � �2 �2・4 

和　室 �読書ボランティア（にじの会） � �4 � 

茶　室 �かな書道　松風会 � �4 � 

木 曜 日 �和　室 �ひまわり会（福祉ボランティア） � �1 �1 講　義 �遠賀手話の会 � �4－5 � 

視　聴 �表装 � �4 � 

視　聴 �油絵虹の会 � �4 � 

調　理 �子迫料理教室 � �1 �2 

金 職 日 �会　談 �遠賀俳友句会 � �2 �1・3 視　聴 �手編み教室 � �4 � 

視　聴 �南北壁画会 � �3 �1・2・3 

和　室 �読書ボランティア（青い麦の会） � �4 � 

ク　ラブ �きり絵同好会 � �2 �2・4 

土 曜 日 �ク　ラブ �遠賀町郷土文化研究会 � �1 �1 ク　ラブ �遠賀写真同好会 � �1 �4 

会　談 �静墨会 � �3 �1・2・3 

視　聴 �洋裁教室土曜午前 � �4 � 

視　聴 �洋裁教室土曜午後 � �4 � 

日 曜 �ク　ラブ �おんが短歌会 � �1 �4 

ク　ラブ �フォトクラブ遠賀 � �1 �3 

和　室 �日本習字遠賀郡支部長研修会 � �1 �30日 

※（室）　視聴＝視聴覚室、　会議＝会議室、　講義＝講義室

クラブ＝クラブ室、



くらしの

国民健康保険税（5期）

11月16日から12月1日まで

役場293－1234

事実公民後

屈示ロビーだより

●教示椎田

かな書道

●教示南面

11月28日（金）まで

遠賀高等学校

文化寮があります

テーマ　以心伝心

●とき11月16日（日）午前10時一

●ところ　遠賀高等学校

●内容　不用品′、ザ一、3年各ク

ラス出店（もちつき、もち即売

他）、産業技術科即売（いちじ

くジャム、いちごジャム、ハム、

ベーコン、みそ、梅干し、弾薬他）

※各クラス文化部展示もあります。

一般参加をお待ちしています。

難事場はバス停横をご利用くだ

さい。

●問い合わせ　遠賀高校

℡（293）1225

〆

遠賀霊園の販売（永代使用

権）についてのお知らせ
この度、霊園敷地内の一か所に規格墓

地（和型で6記）を45基分造成いたしま

した。その墓地の販売を11月11日よ時子

います。購入を希望される人くら役場総

務課管財係までご連絡ください。

●問い合わせ　総務課管財係

3
歳
児
健
康
診
重

が
あ
り
ま
す

●
と
き
∴
日
月
2
7
日
　
（
木
）
　
〔
受
付
〕

午
後
1
時
1
0
分
－
1
時
0
0
分

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館

●
対
象
　
平
成
6
年
8
月
1
日
か
ら
平

成
6
年
1
0
月
3
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

幼
児

●
内
容
　
医
師
に
よ
る
診
察
、
歯
科
医

師
に
よ
る
診
察
と
噛
み
が
き
指
導
、

栄
糞
相
談
及
び
保
健
指
導

●
持
っ
て
く
る
も
の
　
母
子
健
康
手

帳
、
健
診
日
の
尿
を
1
0
c
i
C
程
度
、
お

子
さ
ん
が
家
庭
で
使
っ
て
い
る
歯
ブ

ラ
シ
、
健
康
診
査
票

●
料
金
　
無
料

※
そ
の
他
　
対
象
者
に
は
個
人
通
知
し

ま
す

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
保
健
衛
生
係

乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
検
診
が

あ
り
ま
す
予
約
は
お
済
み

で
す
か
（
電
話
で
結
構
で
す
）

す
で
に
予
約
の
す
ん
で
い
る
人
に
は
、

受
診
券
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
変
更
、

取
消
な
ど
が
あ
る
人
は
役
場
保
健
衛
生

係
ま
で
電
話
で
連
絡
を
お
願
い
し
ま

す。※
予
約
を
せ
ず
に
会
場
に
来
ら
れ
た
人

は
待
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
予
約
者
が
多
い
と
受
け
ら
れ
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。
）

●
と
き
・
と
こ
ろ

◇
1
1
月
2
6
日
　
（
水
）
午
前
9
時
－
1
0
時

ふ
れ
あ
い
の
里
セ
ン
タ
ー

●
対
象
者
　
0
0
巌
以
上
の
住
民
（
女
性
）

（
昭
和
4
3
年
4
月
1
日
以
前
に
生
ま

れ
た
人
）

●
料
金
　
乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
そ
れ
ぞ

れ
五
百
円
　
（
検
診
時
に
徴
収
）

●
持
参
品
　
受
診
券
、
料
金
、
健
康
手

帳
●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
保
健
衛
生
係

無
線
墓
地
を
改
葬
し
ま
す

練
韻
書
は
い
ま
せ
ん
か

●
墓
地
の
名
称
　
栄
昌
寺
墓
地

●
墓
地
の
所
在
地
　
福
岡
市
博
多
区
上

川
瑞
町
二
三
八
－
一

●
改
葬
の
理
由
　
寺
院
・
墓
地
の
移
転

準
備
の
た
め

●
無
縁
墳
墓
叡
　
三
十
八
か
所

●
改
葬
先
　
栄
昌
寺
内
納
骨
室
　
（
福
岡

市
博
多
区
上
川
端
町
二
三
八
－
こ

●
締
切
日
　
1
2
月
2
0
日
　
（
土
）

●
問
い
合
わ
せ
　
宗
教
法
人
栄
昌
寺

住
職
　
江
上
俊
雄
さ
ん

℡

0

9

2

　

（

2

8

1

）

　

2

0

8

3

骨
粗
影
症
予
防
の

た
め
に
骨
密
度
測

定
を
し
ま
せ
ん
か

●
と
き
　
1
2
月
1
日
　
（
日
）
　
午
前
1
0
時

0
0
分
－
午
後
2
時
0
0
分

●
と
こ
ろ
　
ふ
れ
あ
い
の
里
セ
ン
タ
ー

●
内
容
　
▽
問
診
▽
骨
密
度
測
定
▽
結

果
説
明
と
骨
粗
怒
症
に
つ
い
て
の
話

▽
栄
蕃
相
談

●
対
象
者
　
町
内
在
住
の
5
0
歳
以
上
0
0

歳
以
下
の
男
女

●
定
員
　
百
五
十
人

●
料
金
　
五
百
円

●
申
込
み
　
日
月
1
7
日
　
（
月
）
　
か
ら
記

譜
で
受
付
（
ご
希
望
の
時
間
帯
を
左

記
か
ら
ご
指
示
く
だ
さ
い
）
。
定
員

に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り
ま
す
。

用
午
前
1
0
時
－
日
時

㈲
午
前
日
時
－
正
午

開
午
後
1
時
～
2
時

間
午
後
2
時
～
2
時
0
0
分

※
各
時
間
帯
と
も
に
定
員
は
四
十
人
程

度
で
す
が
、
触
診
の
進
み
方
に
よ
っ

て
は
多
少
時
間
が
ず
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
6
か
月
以
内
に
医
療
機
関
等
で
受
診

滴
の
人
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
I
r
健
衛
生
係

遠
賀
郡
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

大
会
に
参
舶
し
ま
せ
ん
か

●
と
き
　
1
2
月
1
4
日
　
（
日
）
　
受
付
8
時

0
0
分
、
開
会
式
8
時
5
0
分
、
ス
タ
ー

ト
9
時
5
0
分

●
と
こ
ろ
　
芦
屋
町
祇
園
崎
運
動
広
場

●
種
目
　
小
学
1
－
2
年
男
・
女
一
k
m
、

小
学
3
～
4
年
男
・
女
一
・
五
五
、

小
学
5
～
6
年
男
・
女
二
山
、
中
学

1
－
3
年
男
・
女
三
k
m
、
一
般
の
部

（
高
校
生
以
上
）
　
男
・
女
五
k
m

●
申
込
方
法
　
種
目
、
氏
名
、
年
齢
、
性

別
、
住
所
を
記
入
し
傷
害
保
険
料
百

円
を
添
え
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

●
申
込
場
所
　
遠
賀
町
広
渡
一
四
一
二

－
二
　
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
内
、

体
育
協
会
事
務
局

●
申
込
締
切
　
日
月
2
8
日
　
（
金
）
　
必
着

●
問
い
合
わ
せ
　
遠
賀
町
体
育
協
会

℡
　
（
2
9
3
）
　
5
4
3
4



馬頭山ハイキングlこ参加
しませんか
冬の1日を、遠賀町の最高峰馬頭山とふれあ

いの里で過ごしませんか。（この行事は「福祉

まつり」の協賛事業として行います。）

●とき12月7日（日）午前8時30分出発、4

時間程度（受付午前8時－8時20分）
●集合場所　ふれあいの皇　室内運動場

●参加資格　自分で行動できる人（小学生以下

は要保護者）

●順路　ふれあいの里一尾倉八反田池横－ゴル

フ揚板一尾根一展望台（小休止）一虫生活倉

谷池一ふれあいの里（昼食）
●持参品　弁当、水筒、タオル、軍手、雨具、

その他　必要と思われる物
●参加費1人300円（傷害保険料を含む）

●申込締切12月3日（水）

●申込み・問い合わせ

遠賀ファミリーハイキングクラブ　占有孝義

さん　℡（293）1317　または、福祉

課福祉係　℡（293）1234へどうぞ。

（住所、氏名、年齢、電話番号）
●主催　遠賀町役場山の会

●協賛　遠賀ファミリーハイキングクラブ

※終了後、ふれあいの里でお風呂にも入れます。

雨天の場合は中止します。

バードウオッチング

（冬の烏観察会）があります
今年の冬の使者は、9月16日に第一陣のヨガ

壬が遠賀川で観察されました。遠賀町には、自
然がまだ多く残っています。水辺の鳥や山野の
鳥を探しませんか。終了後は、ふれあいの里で
お風呂にも入れます。
●とき12月7日（日）午前9時30分から徒歩

観察で3時間程度（受付　午前9時10分から
午前9時20分まで小雨決行）

●集合場所　ふれあいの皇　室内運動場
●参加資格　自分で行動できる人（小学生以下

は要保護者）
●探鳥コース　2コースに分かれます。

①ふれあいの里一浅木田んぼ一道賀川河川敷
－ふれあいの里（昼食）

（②ふれあいの里一尾倉田んぼ一合谷の山すそ
－ふれあいの里（昼食）

●詩参晶　弁当、水筒、双眼鏡、筆記用具、雨具、
タオル他必要と思われる物

●参加費1人300円（傷害保険料を含む）
●指導　日本野鳥の会会員
●申込締切12月3日（水）、当日の参加も可

ですが傷害保険の適用を受けられません。
●申込み・問い合わせ
田中幸男さん　℡（244）1869　また

は遠賀コミュニティーセンター　℡（29

3）6525へどうぞ（住所、氏名、年齢、

電話番号）
●主催　遠賀レクリエーションの会

※今回は「福祉まつり」の協賛行事として行い

ます。

一子、、

平
成
9
年
分
年
末
調
整

説
明
会
が
あ
り
ま
す

●
と
き
　
日
月
2
1
日
　
（
金
）
　
午
前
1
0
時

0
0
分
か
ら
と
午
後
2
時
か
ら
の
二
回

（
い
ず
れ
も
三
十
分
前
か
ら
受
付
開

始）
●
と
こ
ろ
　
遠
賀
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ

ン
タ
ー

ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
税
務
課
町
民
税
係

税
の
無
料
相
談
が

あ
り
ま
す

日
月
日
日
か
ら
1
7
日
ま
で
の
一
週
間

「
税
を
知
る
週
間
」
が
実
施
さ
れ
、
そ

の
一
環
と
し
て
「
税
の
無
料
相
談
」
を

行
い
ま
す
の
で
．
お
気
軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

●
と
き
　
日
月
1
7
日
　
（
月
）
　
午
前
1
0
時

～
午
後
4
時

●
と
こ
ろ
　
ゆ
め
タ
ウ
ン
遼
賀
　
（
中
央

モ
ー
ル
）

●
相
談
員
　
税
理
士
・
町
役
場
税
務
課
・

税
務
署

●
問
い
合
わ
せ
　
税
務
課
町
民
税
係

豊
富
ま
つ
o
を
開
催
し
ま
す

遊
び
l
こ
来
ま
せ
ん
か
！

●
と
き
　
日
月
2
3
日
　
（
日
）
　
午
前
1
1
時

－
午
後
2
時

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
南
学
童
保
育
ク
ラ
ブ

（
ふ
れ
あ
い
公
園
横
）

●
内
容
　
バ
ザ
ー
（
家
庭
用
品
、
子
と

も
た
ち
が
作
っ
た
花
ぴ
ん
、
か
ず
ら

写
真
か
け
、
か
ず
ら
リ
ー
ス
、
ま
つ

ぽ
っ
く
り
ツ
リ
ー
な
ど
）
、
レ
ス
ト

ラ
ン
（
カ
レ
ー
、
焼
き
そ
ば
）
、
ポ
ッ

プ
コ
ー
ン
・
わ
た
が
し
・
手
づ
く
り

食
品
・
小
物
の
販
売
、
遊
び
コ
ー

ナ
ー
（
論
投
げ
、
プ
ロ
ミ
ス
リ
ン
グ

等）
※
お
じ
い
ち
ゃ
ん
も
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も

子
ど
も
も
大
人
も
み
ん
な
お
い
で
。

待
っ
て
ま
ー
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
遠
賀
南
学
童
保
育
ク

ラ
ブ
　
℡
（
2
9
3
）
0
0
1
9
（
午

後
1
時
～
6
時
）

女
子
学
生
会
同
会
社

面
談
会
が
あ
り
ま
す

大
学
、
短
大
、
高
専
、
専
修
学
校
を

平
成
1
0
年
3
月
卒
業
さ
れ
る
人
　
（
女
子

学
生
の
み
）
　
お
よ
び
平
成
9
年
3
月
卒

業
の
未
就
職
者
で
平
成
1
0
年
4
月
就
職

希
望
者
　
（
女
子
学
生
の
み
）
　
を
対
象
に

し
た
、
地
元
企
業
と
の
合
同
会
社
面
談

会
を
開
催
し
ま
す
。
福
岡
県
内
に
就
職

を
希
望
さ
れ
る
女
子
学
生
の
皆
さ
ん
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
と
き
　
日
月
1
8
日
　
（
火
）
　
午
後
0
時

0
0
分
－
5
時
　
（
受
付
開
始
正
午
）

●
と
こ
ろ
　
福
岡
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ビ
ル

8
階
A
ホ
ー
ル
　
（
福
岡
市
博
多
区
博

多
駅
前
二
丁
目
十
－
十
九
）

●
参
加
対
象
者
　
女
子
学
生
　
（
平
成
1
0

年
3
月
卒
業
さ
れ
る
人
お
よ
び
平
成

9
年
3
月
卒
業
の
未
就
職
者
で
平
成

1
0
年
4
月
就
職
希
望
者
）

●
参
加
企
業
数
　
約
百
社
　
（
予
定
）

●
問
い
合
わ
せ
　
福
岡
県
労
働
部
職
業

安
定
課
若
年
者
雇
用
対
策
係

℡

0

9

2

　

（

6

5

1

）

　

1

1

1

1

内

線

3

1

3

4

技
術
諾
習
会
が

あ
り
ま
す

●
科
目
　
パ
ソ
コ
ン
　
（
初
級
）

●
対
象
者
　
就
業
希
望
の
女
性
（
新
卒

者
は
除
く
）

●
定
員
　
二
十
人

●
講
習
期
間
　
平
成
1
0
年
1
月
8
日
～

2
月
2
3
日
　
主
に
毎
週
月
∵
火
・
金

曜
日

●
受
講
時
間
　
午
前
1
0
時
－
午
後
4
時

●
受
講
料
　
無
料
　
（
た
だ
し
教
材
費
は

受
講
者
負
担
）

●
講
習
会
場
　
北
九
州
地
区
職
業
訓
練

協
会
（
北
九
州
市
八
幡
東
区
大
蔵
二

丁
目
十
三
－
七
）

●
申
込
受
付
　
日
月
1
8
日
・
1
9
日
　
午

前
9
時
～
午
後
5
時

●
申
込
方
法
　
電
話
申
込
み
、
申
込
時

に
面
接
日
時
を
指
定
し
、
面
接
後
に

選
考
し
ま
す
。

●
申
込
み
お
よ
び
問
い
合
わ
せ

福
岡
県
女
性
就
業
援
助
セ
ン
タ
ー
筑

豊
支
所
　
℡
0
9
4
8
　
（
2
3
）
　
4

1
「
、
J
6
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ス
ポ
ー
ツ
の
結
果

（
町
内
分
・
敬
称
略
）

小
学
生
走
力
記
録
会

1
0
月
1
9
日
　
遠
賀
総
合
運

動
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

◆
4
年
互
男
子
．
O
O
m

l
位
＝
前
川
裕
輝
、
2
位
＝
中
尾
i
I

純
◆
4
年
年
男
十
　
八
〇
〇
m

l
位
＝
松
田
一
輝

◆
5
年
生
男
子
　
八
〇
〇
m

l
位
＝
猿
渡
翔
平

◆
男
子
　
四
〇
〇
m
リ
レ
ー
（
混
成
）

1
位
＝
前
川
裕
輝
、
中
尾
正
範
、
松

田
．
輝
、
猿
渡
翔
平

◆
4
年
生
女
子
－
0
0
m

l
位
＝
八
田
沙
也
加
、
2
位
＝
高
崎

亜
弓
、
3
位
＝
幸
野
裕
美

◆
5
年
生
女
子
一
〇
〇
m

l
位
＝
喜
入
瑞
央
、
2
位
＝
植
田
梨

沙
、
3
位
＝
須
崎
優
里

◆
6
年
生
女
子
　
八
〇
〇
m

宮
守

電

　

照

国書
｝華．

1
位
＝
金
澤
典
子

◆
女
子
四
〇
〇
m
リ
レ
ー
（
混
成
）

1
位
＝
須
崎
優
型
、
純
聞
梨
秒
、
高

大
端
火
、
金
澤
典
子

2
位
＝
柴
田
葉
栗
、
草
野
裕
美
、
八

田
沙
也
加
、
高
崎
亜
弓

◆
5
年
星
女
子
　
走
幅
跳
び

1
位
＝
今
橋
正
江
、
2
位
＝
高
美
菜

奈
家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

1
0
月
1
9
日
　
遠
賀
勤
労
者

体
育
セ
ン
タ
ー

優
勝
＝
田
圃
B
チ
ー
ム

鱗
健
勝
＝
芙
蓉
チ
ー
ム

硬
式
テ
ニ
ス
大
会

1
0
月
1
9
日
　
遠
賛
総
合
運

動
公
園
テ
ニ
ス
場

◆
男
子
ダ
ブ
ル
ス

1
位
＝
小
池
英
彰
、
井
村
栄
記

2
位
＝
菅
野
利
彦
、
吉
岡
隆
志

3
位
＝
山
田
奉
孝
、
五
十
嵐
正
男

◆
女
子
ダ
ブ
ル
ス

1
位
＝
猪
本
マ
ス
ミ
、
吉
永
良
子

2
位
＝
山
田
刺
子
、
石
川
小
夜
子

3
位
＝
池
田
審
美
、
山
田
礼
子

◆
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

1
位
＝
井
村
栄
記
、
2
位
＝
吉
岡
隆

志
、
3
位
＝
広
津
正
孝

◆
混
合
ダ
ブ
ル
ス

1
位
＝
向
田
泰
孝
、
山
田
礼
子

2
位
＝
小
池
英
彰
、
小
池
睦
代

3
位
日
管
野
利
彦
、
池
田
春
美

遠
賀
町
少
年
剣
道
大
会

1
0
月
1
2
日
　
遠
賀
勤
労
者

体
育
セ
ン
タ
ー

へ
団
体
戦
）

◆
小
学
生
女
子
　
　
3
位
＝
遠
賀
A

◆
中
学
生
男
子
　
　
優
勝
＝
遠
賀
A

◆
中
学
生
女
子
　
　
優
勝
＝
遠
賀
A

準
優
勝
＝
遠
賀
B

（個人戦）

◆
小
掌
男
子

◆
小
掌
女
子
低
掌
年

3
位
＝
松
井
渉

◆
車
掌
男
子

◆
中
学
女
子

準
優
勝
＝
萬
裕
子

優
勝
＝
石
塚
浩
教

準
優
勝
＝
松
井
玲
子

3
位
＝
安
高
朋

田
園
回
国

皆
さ
ん
が
、
今
読
ま
れ
て
い
る
広
報

の
原
稿
は
、
発
行
日
の
二
十
日
前
に
締

め
切
っ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
そ
ん
な
に
早

く
締
め
切
る
の
か
？
と
疑
問
に
思
わ
れ

る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
が
、
原
稿
締
切

り
後
に
編
集
作
業
が
待
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
ど
の
記
事
を
ど
こ
に
の
せ
る

の
か
と
い
っ
た
割
り
つ
け
作
業
、
各
課

か
ら
出
さ
れ
た
原
稿
の
掲
載
も
れ
が
な

い
か
な
ど
の
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
、
発
行

日
の
約
半
月
前
に
は
、
原
稿
を
仕
上
げ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。
そ
し
て
、

そ
の
後
校
正
を
行
い
、
発
行
日
の
．
週

間
前
に
、
す
べ
て
の
作
業
を
完
了
さ
せ

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

原
稿
掲
載
依
頼
を
す
る
場
合
は
、
発

行
日
の
二
十
日
筋
ま
で
に
提
出
を
お
願

い
し
ま
す
。

◆
原
稿
締
切
日

1
0
日
号
　
凸
　
前
月
2
0
日

2
5
日
号
　
ぐ
　
同
月
5
日

七
・
日
・
祝
日
の
場
合
は
繰
り
上
が

り
ま
す
。
た
だ
し
新
年
号
は
こ
の
限
り

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。


